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[目的]真珠漁場の水質をイケチョウガイの成長時期を通じて定期的に調査することに

より、長期的な漁場環境の変動状況を把握し、真珠漁場の環境を評価するためのパ"/クデ

ータを得る。

[方法]調査地点は西の湖の母貝組合漁場内の 1定点とした。調査期聞は平成4年4月

から 11月までの 8ヶ月間とし、毎月下旬に 1回の採水調査を実施した。水質項目として

pH、EC、DO、ss、1L、NH4-N、N02-N、N03-N、or g-N、P04-P、

COD、クロロフィル、 AGP、植物プランクトン組成の調査をおこなった。また、 4月

末にイケチョウガイの 1+貝 50個体を、パットに収容して、調査定点に垂下し、 2ヶ月毎

に引き上げてその成長量を調査した。

[結果] 1. pH:7. 42-8. 83の範囲であった。最大値は 7月に観測されたが、

それ以外の月では 8未満の値であった。昨年度よりはやや高めの値で推移していた。

2. DO:6. 82-11. 45mg/lの範囲であった。最小値は 8月に観測されたが

それ以外の月では 8mg/l以上の値であった。今年度は昨年度に引き続き、水草の異常

繁茂のような状況は認められなかったので、 DO低下につながる要因はなかったと考えら

れる。

3. S S: 5.8-39. 6mg/lの範囲であった。最大値は 9月に観測されたがそれ

以外の月では 15mg/  1以下の値であった。 9月のSSが高かったのは、採水日の前、

約2日聞にわたって強風が続いたため、底泥の巻き上げが生じたためと思われる。 SSと

して測定される粒子のうち、粒径が20μm以下のものの占める割合は乾燥重量比で 61 -

92%であった。昨年度同様、ほとんど常に 70%以上が20μm以下の粒径に属していた【

4.1 L: 2.0-5. Omg/lの範囲であった。最大値は 9月に観測されたが、これ

は風による巻き上げで、 SSが増加したことにともなうものであった。それを除くと、季

節的な変動はあまり認められなかった。全般的に昨年度と同等かやや低めの値で推移して

いた。ほとんど常に 70-100%が20μm以下の粒径に属していた。

5 .クロロフィル a:5. 53-28.83μg/lの範囲であった。昨年度は単発的な

ピークがみられたが、今年度はほとんど一定のレベルで推移していた。 80-95%が20

μm  以下の粒径に属していた。顧微鏡観察では小型の鞭毛藻類が大部分を占めていた。

6. 1 +貝の成長:4月末に平均1. 13gの貝を垂下したところ、 6月末までの2ヶ月

間で 2. 5倍、 8月末までの 4ヶ月間で 3. 8倍に成長した。昭和62年度以降の比較で

は、平成 2年度に次ぐ成長量が認められた。
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